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双
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紈
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|
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Jh 
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範
_
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圓
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罰
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附
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論
^
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佛
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:

は
#

m

に
於v

も
自
給
の
實
を
完
全
に
は
擧

\

力

JI

の
中
五
十
九
萬
嗤
は
佛
國
本
國
の
生
產
に
係
り 

其
の
餘
の
十

T

萬
噸
即
ち
約1

割
六
分
は
之
を
諸
姻
民 

地
か
ら
の
輸
入
に
仰
い
で
居
る
の
で
.

6

る
。：

中
時
に
於 

で
す
ら
旣
に
生
産
額
の
一
.

部
不
足
を
■

感
じ
て
居
る
.ど
す 

\

41

ば

數
0

)|
:

*

一J

を
產
業
界
か
ら
引
上
げ
.

る
こy

j

に
ょ 

つ
て
勞
働
の
不
M

'

を
生
じ
胁
料
の
不
足
騰
*
を
生
ず
る 

'̂
■

|)
^

'

に
於
て
«

2;

に
.

】

層
大
な
る
不
足
を
生
、̂

ベ
き
こ 

ゼ
は
當
然
來
り
得
べ
き
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こ
.
:̂

で
あ
る
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茲
に
於
.て
か
卯 

國

政

胂
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：
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筋

十

淤

(

一
四
ニ
八)

雜
錄
佛
國
戦
邸
の
贫
料
問
姐

開
戰
餅

.に

.於
て
す
ら
も
稱
々
.の
手
段
を
採

O

T
以
て

/? 

0

の
供
給
を
維
持
せ
ん

』
」

ビ
に
勗
め
だ
。
即
ち

^
月
ー
一 

日
形
勢
の
切
迫
せ
る
を
見
て
早
く

65
0
に
軍
隊
給
與
の
目 

的
を
以
て
貨
物
徵
發
條
令
を
微
じ
此
の
條
令
に
ょ
つ
て 

砂

糖

を

も

•隨

時

徵

發

し

得

る

こ
S

、
し

れ
0
之
に
ょ
つ 

て
國
内
.に
現
存
す
る
限
り
の
砂
糖
は
.軍
用
に
供
す

る

こ 

ど
が
出
來
る
こ
ど
に
な
つ
た
が
、
然
し
此
の
國
内
の
砂 

糠
の
存
在
高
が
減
少
し
て
は
民
問
の
消
®
は
勿
論
軍
用 

に
も
差
支
を
生
ず
る
理
で
ぁ
る
か
ら
し
て
、
そ
れ
を
防 

ぐ
が
た
め
に
八
月
五
日
に
浼
り
龃
徼
、
精
製
糖
、
氷
糖

‘".

!

_

_

i

l !

む
る
條
濟
に
從
つ
て
の
み
威
る
例
外
を

|3
む
る
こ
ビ
、

I 

し
た
。
そ
れ
か
ら
越
ぇ
て

.九
3'
1
|
'十

2
!
1に
至
つ
て
蕲
菜
一 

の
輔
出
を
も
禁
止
す
る
の
條
令
の
發
布
を
見
た

o 

然
る
に
此
の
當
時
巴
里
の
苘
業
會
變
は
佛
國
に
於 

け
る
砂
糖
の
菩
*
額
極
め
で
少
な
く
而
も
そ
の
全
部
は 

チ
ヨ
コ
レ

1

ト
集
子
等
の
製
造
所
へ
矮
る
べ
き
も
の
な

熱
十
號 

九
六

る
こ
ビ
を
發
表
し
た
。
そ
こ
で
人
は
外
國
又
は
煺
民
地 

炉
ら
砂
溏
を
爾
入
し
て
供
給
の
.不
見
を
柳
は
ん
こ
ビ
を 

欲
し
た
が
、.

そ
れ
は
輸
入
稅
や
輸
出
獎
B

#

0

M

 

v
j

 

關
聯
が
ぁ
る
の
で
：其
の
希
望
は
直
に
は
達
せ
ち
れ
な
か 

つ
た
。
そ
の
中
に
巴
里
撰
出
の
代
議
士
の 

一ff
l

は
政
府 

を
し
て
外
國
か
.

ら
龃
糖
を
解
1

輸
入
し
て
之
を
原
價
に 

近
き
代
價
を
以
て
.

精
製
糖
*

者
に
.賣
渡
さ
し
め
且
つ
後
. 

者
を
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
.る
最
高
代
價
以
上
に
糈
製
糖 

を
賣
ら
ざ
る
の
轉
務
を
氣
は
し
め
；む
と
す
る
の
案
を
提 

唱
し
た
。
然
る
'に
之
に
對
し
て
は
諸
方
か
ら
反
對
の
聲 

が
起
づ
た
、
即
ち
巴
里
の
.

砂
糖
商
は
商
業
の
.
.自
«:
|
を

抑
 

腿
し
關
係
諸
產
業
を
厕
追
す
る
：の
故
を
以
て
之
れ
に
ぼ
• 

對
し
、
又
精
製
糖
業
者
は
佛
國
は
英
國V

J

は
辦
情
を
興 

に
す
る
か
ら
英
國
の
.

例
を
追
ふ
こ
ど
は
出
來
な
い
、
殊
丨 

に
内
國
で
は
精
製
費
用
が
高
く
從
つ
て
砂
糖
の
代
價
が 

高
い
か
ら
し
て
廉
い
费
用
で
出
來
れ
廉
い
外
國
®
を
內 

地
に
持
つ
て
冻
て
內
地
糖
ゼ
同
惯
に
賣
賀
す
る
と
す
れ 

ば
外
國
製
糖
業
者
を
し
て
不
當
の
利
益
を
得
せ
し
め
る
.

I

H

E

H

H

の
處
が
あ
る
ど
い
ふ
の
故
を
以
て
反
對
し
た
。
然
し
な
. 

が
ら
佛
國
政
府
は
此
の
反
對
に
も
拘
ら
ず
砂
糖
の
t
入 

>
敢
行
し
れ
、
即
ち
主V」

し
て
軍
隊
給
與
のn

n

的
を
以 

て
0
色
粒
狀
糖
を
米
國
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ケ
糖
を
ア
ン
ゼ 

ン
チ
ン
力
ら
そ
れ
^
^
*
•»
入
し
た
の
で
あ
る
。
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f :
i
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|

偃
は
省
d
騰
貴
A
お
0、
を
れ
に
w
幾
多
の
理
to
が
わ
る 

先

づ

策r

に
は
妞
糖
の
生
産
額
が
^4

し

た
.0

千
九
百 

十
四
年
か
ら
千
九
西
十
五
年
に
か
け
て
消
费
さ
る
べ
き 

砂
糖
の
供
給
如
何
と
觅
る

に

、

千
九
西
十
四
年
度
の

ノ
 

收
襪
は
三
十
脔
噸
に
減
少
し
た
、
而
し
て
前
年
か
ら
痒 

ち
越
さ
れ
た
る
蒂
猜
额
が
十
莴
四
千
噸
、
殖
民
地
か
ら 

の
輸
入
か
十
ニ
萬
噸
あ
り
-b
三
翁
合
せ
て
五
十
ニ
萬
四| 

千
噸
に
上
つ
て
居
る
。
然
る
に
佛
國
の
平
均
消
费
额
d 

七
十
海
嗍
で
あ
る
が
戦
時
の
I
.M
要
減
少
を
差
引
い
て
假 

り
に
六
十
五
莴
噸
の
需
嬰
あ
りVJ

す
る
も
？
出
の
I
gJ? 

を
充
し
且
つ
最
少
限
度
に
於
け
る
必
要
菩
穡
額
を
得
ん 

が
た
め
に
は
ニ
十
五
萬
噸
を
外
國
か
ら
輸
入
す
る
の
ゐ

m

十

怨

a

四
ニ
®

雜
錄
怫
國
戦
昨
の
翁
間
姐

'M
が
ぁ
る
ど
ぃ
ふ
狀
態
に
花
っ
た
。
か
P
は
を
伽
か
和 

足
を
威
じ
た
。
薪
菜
の
收
稷
、.
砂
糖
の
精
製
の
季
節
に 

先
つ
て
動
員
が
行
は
れ
れ
る
の
結
果VJ.

し
て
從
業
*
の

數
を
減
じ
た
、
を
し
て
婦
人
及
び
小
兒
の
勞
働
に
®]
す 

る
法
律
のj

時
^
停
止
を
要
求
す
る
の
聲
が
起
つ
た
。
 

^

1
に
は
必
要
脱
料
品
た
る
ー
か
灰
か
や
！̂
、
如
き
0>
'1
> 

貴
を
來
し
た
。
佛
國
で
は
最
近一

年
問
に
於
け
る
石
炭 

yf
t
费
額
は
約
六
千
萬
噸
に
上
&
其
の
^
四
千
海
噸
は
向 

國
の
供
給
に
係
り
殘
部
一
一千

.̂噸
は
外
國
主
ビ
し
て
英 

0
P
臼
の
；三
ヶ
國
か
ら
輸
入
し
て
居
つ
た
の
で
あ
.る
が 

開
戰
以
來
坑
夫
の
口 
一W
一K
力
五
厘
は
動
員
さ
れ

(

尤
も 

同
年
十
'ニ
月
に
は
國
K
軍
及
び
白
邳
義
避
難
潜
を
以
て 

補
充
は
さ
れ
た
が)

..全
採
掘
量
の
七
割
を
供
給
す
る
ノ 

I
ル
地
方
及
び
パ
。
ド
。
力
い
I
地
方
の
炭
坑
は
四
分
の 

三
ま
で
獨
逸
の
占
領
に
歸
し
た
が
爲
め
に
千
九
西
十
1
! 

年
.の
採
炭
最
は「

1

1

千
滋
噸
R
減
じ
殊
に
後
半
年
に
於
て 

甚
し
か
つ
た
。
而
し
て
輸
入
炭
の
方
は
最
早
獅
、
臼
兩 

國
に
俏
ぐ
こ
^
能
は
中
英
國
ょ
り
仰
ぐ
の
み
^
な
つ
た

.第
十
號
.

.
九
七



第

十

卷
(

一
四
三0

)

錄
佛
騷
時
の
食
料
問
越

猶
十
號

%
八

が
英
國
で
も
採
炭
の
減
少
> 
戰
時
需
要
の
增
加
を
來
し 

れ
る
の
み
な
ら
ず
輸
送
の
危
險
並
に
船
舶
の
缺
乏
の
た 

め
に
運
⑩
奔
騰
し
て(
千
九
西
十
四
年
六
月
に
六
法
な 

り
し
も
の
が
一
年
後
の
千
九
W

十
五
年
六
月
に
は
ニ
十 

ニ
法
乃
茧
ニ
十
四
法
と
な
り
近
喷
は
三
十
法
內
外
に
達 

し
れ)

佛
國
へ
の
供
給
亦
艰
時
の
如
く
な
る
を
得
ず
" 

同
年
の
外
國
輸
入
員
®

總
計
千
五
W

三
十
四
萬
五
千
噸 

に
減
少
し
た
o

即
ち
內
外
の
石
炭
併
せ
て
千
九
百
十
四 

年
度
に
於
け
る
總
供
給
额
は
四
千
.五
百
餘
离
噸
に
過
ぎ 

す
し
て
；中
時
ょ
り
少
き
こ
ビ
ニ
割
沉
分
に
達
し
れ
。
尤 

も
平
時
に
ぁ
b

て
石
炭
總
消
费
额
の
六
割
四
分
を
占
む 

る
全H

業
方
而
に
於
け
る
需
要
は
其
の
幾
分
を
減
じ
た 

け
れ
ど
も
^

擗
品
エ
®

に
於
け
る
！T

要
»

加
の
f

た 

る
が
爲
に
供
給
の
減
少
を
相
殺
す
る
莉
に
は
至
ら
な
か 

つ
れ
の
み
な
ら
ず
、
闪
國
交
澉
の
便
宜
艰
時
の
如
く
な 

ら
ざ
る
の
結
果
：一：時
的
地
方
的
.の
供
給
不
足
は
著
し
く 

表
は
れ
:#
に
九
月
末
忙
於
て
甚
し
炉
つ
れ
。
か
く
て
は 

炭
價
の
騰
貴
は
到
底
免
れ
得
な
い
所
で
あ
る
"
即
ち
石

炭

1

噸
が
千
九
百
十
四
年
六
月
に
六
十
五
法
な
b

し
も 

の
が
千
九
西
十
五
年
ニ一

月
に
は
八
十
ニ
法V

J

な
り
六
/ ] 

に
は
八
十
七
法
ビ
な
つ
た
、
約
三
割
四
分
の
騰
貴
で
ぁ 

る
。
第
四
に
は
運
搬
具
の
：不
足
、
M

®
の
不
如
S
を
來 

し
れ
。
原
料
糖
精
製
糖
並
に
石
炭
其
の
他
の
必
婴
品
を 

述
送
す
る
の
必
®

M

る
大
な
る
も
の
^

る
に
も
拘
ら
ず 

鐵
遒
貨
难
は
未
だ
敵
に
五
^
輛
を
奪
取
さ
れ
ざ
る
以
前 

に
於
て
す
ら
ニ
萵
輔
は
®

用
に
供
せ
ら
れ
て
居
り
、
鞔 

^

も
^
隊
に
徵
發
さ
れ
、
述
河
の
你
^

も
亦
大
窗
分
^

\

^
も
®
隊
に
徵
發
さ
れ
、
述
河
の
龆
^
も
亦
大
窗
分
^

|

用
に
供
せ
ら
れ
て
運
送
の
便
を
缺
く
こ
i
甚
だ
し
か
つ 

た
0
佛
國
の
製
糖
等
は
實
に
か
、
る
困
雛
な
地
位
に
階 

つ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。

.•製
糖
業
に
於
け
る
是
等
の
不
便
困
難
は
勿
論
其
の
儘 

\

に
棄
て
置
か
れ
れ
の
で
は
な
い
、
之
に
對
.
し
て
は
種
々
‘ 

の
救
濟
的
政
策
が
行
は
れ
れ
。
第

|
の
原
料
糖
不
足
に 

關
し
て
は
十
月
一J

十
三H

I

に
チ
ユ
ニ
ス
及
び
モ
ロ
ッ
コ 

以
外
の
屬
領
地
に
於
て
は
巴
姐
行
の
場
合
の
外
は
■一
 

切 

砂
糖
を
: »

出

す

る

こ

.ん

を
« 4

じ
、
又
十

I

月
ニ
十1

R

I

:

；r-

丨’
%

に
は
從
來
雜
粢
の
輸
入
に
_
し
た
り
し
關
税(

百
キ
v 

グ
ラ
ム
に
つ
き
皮
を
剝
き
た
る
も
の
に
對
し
で
^5 

一

,̂ 

桃
率
六
十
法
、
银
低
稅
率
四
十
五
法
、
皮
を
剝
か
^
る

も
 

の
に
對
し
ヴW
各
四
十
五
法
及
び
三
十
法

)

を
免
除
し 

れ
。
次
に
.勞
働
の
不
足
補
充
に
就
て
は
當
業
者
の
陳
情 

に
基
づ
き
陸®:
砂
？
局
は
製
糖
業
を
ば
取
隊
經
现
に
必
耍

從
事
し
居
り
し
豫
備
兵
に
し
て
動
員
後
未
だ
戰
線
へ
S 

ら
れ
ざ
る
漭
の
利
;«
を

許

し

た

。

石
«'
の

不

足

に

關

し 

て
は
政
府
は
供
給
の
便
を
與
へ
む
が
た
め
に
.千
九
W
4
- 

四
年
十
一一

月
十
五
H
に
石
炭
を
徴
發
し
て
•之
を
n
l
M及 

び
製
糖
業
の
本
場
に
向
つ
て
肽
給
す
る
こ̂

こ

次

し

、 

又
巴
里
市
の
.如
き
は
自
ら
市
會
に
於
て
石
炭
' »
入

の

た

 ̂

め
に
多
大
の
费
用
を
可
決
し
れ
。
又
i
s -
の
便
宜
に
關
一 

し
て
は
睦
®
當
局
潘
は
當
業
者
に
對
す
る
輓
馬
の
哄
給
，
 

を
保
證
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
是
等
の
政
策
は

未

だ

以

て

彥

に

靈

？

_

s

位
か
ら
救
ひ
出

す
に
は
足
り
な
か
つ
た
。
蓋
し
原
料
糖
の
供
給
並
に
連
.
 

第
十
卷(

一
四
三
1)

雜
錄
怫
屦
婶
の
食
料
間
姐

輸
の
便
宜
の
點
は
之
を
別
と
し
て
勞
働
及
び
石
炭
の
み 

.に
就
て
見
る
も
、
不
熟
練
勞
働
の
不
足
は
補
は
れ
て
も 

技

術

家

の

如

き

熟

練

勞

働

の

'不

足

は

依

然

ど

し

て

補
は 

れ
ず
、
炭
量
の
不
足
は
補
は
れ
て
も
炭
價
の
櫞
貴
ミ
，之

r l
_

_

_

p

以
來
急
微
に
昂
騰
し
十
二
月
に
至
つ
て
二
倍
以
上
に
^

 

し
た
、、
即
ち
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

千
九
百
十四

t 九八七六3£四三ニ $  
月月月凡月}} M }}月力

龃

糖

代

偎

(

^

キ

«■
サ
ン
チ
丨
ム

，
三
7
四

八

n

二 

T
四

三 

■
n
l
l
T
H
九

n

三
6 I

三

三

。

一

四 

三

四

*
ニ
三 

I

V
2L
ニ 

三

六

。
九

八 

四

7
九

〇 

五〗

0七

泜

耥
製
赀(

千
キ

グ
ヲ
ム
L
Lft)

七
i

 

ニ

七
。〇
〇 

七
こ

J 

六i

八 

六
*四
ニ 

七M

九 

七
*玉
ニ

八
。
ニ
2 £ 

七
*九
〇 

九
*八
七
芄 梦

ム
チ
，

m

十
號

免



i im

第

十

猪(

一
四
三
ニ

)

雜

錄
佛
國
戦
時
の
食
料
間
題

十
.一

另

aL
l
v
r
l
マ 

I

字

七

九v

 

十
二
月
-

四
五
-*四
玉 

' 

1
九
夕
三
五

g

ノ
に
龃
糖
の
騰
貴
^
精
製
费
の
增
加
ビ
ガ
右
に
示
し 

杧
如
く
で
6
る
ど
す
れ
ば
精
製
糖
の
代
價
も
之
ど
同】 

比
例
を
以
て
騰
貴
を
來
さ
ぃ
る
を
得
な
い
。
販
賣
代
價 

ょ
り
ニ
十
五
法
の
消
费
税
ど
糖
業
«
の
利
0
ぐ

」

を

控

除\ 

た
る
原
惯
の
み
に
就
て
見
る
も
次
の
如
く
に
腌
貴
を
來
一 

し
た
。
 

\

千
九
]-
1

十
四
年
一
月

千
キ
W

ダ
ラ
ム
I-
-

付 

二
月 

' 

f
 

.'四
另 

丑
刀 

六
月

八
刀

九
刀 

十
ガ 

十
一
月 

十
二
月

六
四
。〇

0 

.六

四

*
四
三 

六

四

虫

〇 

六
三
*
3£
九 

六

四

*
五
六 

六

六

。
四

二 

六

五
5

〇 

七

〇
i

H: 

七
！
>
八
〇 

八
セ
丄
ハ
ニ
五 

九

三

。
〇

〇. 

八

九

•
八〇
.

婼
十
號.

5

0

袄

*

«■

兴

-5
f

開
戰
以
來
千
九
吞
十
四
年
末
ま
1:
'-に 
一
|剳
乃
至
四
剡 

餘
の
騰
貴
を
來
じ
た
る
糖
®
は
典
の
後
も
騰
貴
の
勢
を

繼
續
し
T
千
九w

-
f

五|
*
歡

忠

富

5

ル
か
ひ
^

ふ
高
價
ビ
f

r

千
九
西
十
一
ー
一
年
末
の
六
十
四
法
並
に 

開
戰
前
月
の
六
五
法
に
比
し
て
約
七
割
の
騰
«
を
示 

す
に
至
つ
れ
。
其
の
原
因
は
前
記
の
如
く1

而
精
糖
费 

.
の
增
加
に
よ
る
こ
と
は
勿
論
で
?>
る
が
、
又
他
の〗

而 

に
於
て
は
砂
糖
の
供
給
減
少
に
よ
る
も
の
な
る
こ
ビ
は 

否
定
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
ぃ-

■? :
:に
舻
妒
1 :
4
か 

益
々
減
少
し
た
。
佛
國
だ
け
の
は
判
明
し
て
居
な
い
が 

千
九
西
十
五
年
十
ー一

月
十
三
！=
の
_

«
に
よ
れ
ば
怫
、
 

英
、
白
、
塞
の
四
ヶ
國
の
を
合
し
て(

佛
國
は
其
の
火 

部
分
を
占
む)

千
九
西
+
三
年
よ
り
十
四
年
に
か
け
て 

ナH
一
 一

萬
噸
な
彡
し
も
の
が
千
九
西
十
四
年
よ
り
十
五
年 

に
か
け
て
の
收
獲
は
僅
か
に

H
十
五
捣
噸
に
減
じ
て 

約
三
分
の一 

i
な
つ
た
V
J
6る
。
又
同
H
の
調
赍
に
よ 

れ
ぱ
歐
洲
諸
國
に
於
け
る
龊
滎
の
收
糨
は
前
年
に
比
し

»

I

だ
1 
fc*..•心

為似̂^ !

て
十
五
萬
七
千
餘
噸
の
減
少
を
來
し
て
居
b
，
典
の
中

塊

侦

の

諸

の

分

を

差

弓

^

ビ

创

國

に

輸

入

し

得

る 

分
*

は
猶
M

に
減
少
す
る
理
で
あ
る
。
尤
も
獨
逸
の
雜 

柒
生
産
者
は
從
來
怫
國
に
向
つ
て
多
量
の
辦
柒
を
供
給 

し
來
み
し
1 ]

係
上
瑞
西
を
通
じ
て
依
然
#
菜
を
供
給
せ 

ん
こ
ビ
を
^

込
み
來
つ
た
が
素
ょ
6

之

に

依

賴

す

る

メ
 

こ
?

は
出
來
な
い
、
«

玆
に
幸
な
こ
と
に
は
@

國

の

| 

み
は
前
年
に
比
し
て
十
六
蔣
噸
の
增
收
を
傅
へ
ら
れ
郇
一 

國
糖
業
シ
ン
デ
ゲ
I

ト
の
代
表
漭
は
露
國
ょ
り
骈
菜
の\ 

供
給
を
受
け
る
こ
と
に
盡
カ
し
た
け
•
れ
ど
も
而
も
其
の\ 

效
果
は
著
し
ぐ
は
な
か
つ
た
の
で
、
結
局
佛
國
に
於
け
一 

る
瀚
染
の
供
給
は
例
年
ょ
り
は
^ /

論
”

前
年
ょ
り
す
&

 

| 

t

f

® L

ベ 

?

ぁ
る
。
次 
F

國 
s

M ®
i

 

ニ 

エ
場
が
減
少
し
介
。
：同
國
に
於
け
る
砂
糖
エ
場
の
八
割( 

以
上
は
北
部
十
縣
に
.
存
在
.

し
千
九
百
十
三
■年
ょ
り
十
四 

年
し
か
け
て
.

ニ
] 5

六
個
を
數
へ
た
も
の
が
、
觸
箪
の
侵 

r

の
ナ
め
に
ザ
九
瓦
十
四
年
ょ
办
十
五
年
に
か
け
て
は 

半
數
以
下
の
八
士一

乃
至
八
十
三
に
減
少
し
た
。
加
ふ

第

十

卷

(

一
四
三
三)

雜

錄

怫

■

時
の
货
料
間
胆

る
に
：前
述
; 0

如
き
材
料
並
に
勞
働
の
不
足
あ
り
れ
b

,ビ 

す
れ
ば
其
の
I s
m

は
生
產
額
の
大
減
少
ビ
な
ら
ざ
る
を 

得
な
い
。
果
し
て
佛
國
內
地
に
於
け
る
同
年
度
の
生
康 

額
は
僅
か
に
- +

四
^

噸
に
過
ぎ
ず
、
J E

に
平
時
の
四
分 

の

1

に
激
減
し
れ
の
で
あ
る
。
而
も
外
國
糖
の
民
間
愈 

入
は
餘
6

多
く
行
は
れ
な
か
つ
た
、
蓋
し
戰
前
に
は
ア 

ラ

ッ

セ
ル
會
議
の
結
果
ゾ
し
し
て
輸
入
糖
西
キ
口

グ

ラ

ム
 

に
つ
き
龃
糖
は
3 £

法
五
十
ナ
ン
チ
ー
ム
、
精
■
は
六
法 

の
關
税
あ
り
、
輸
出
國
に
て
輸
出
獎
働
金
を
下
财
さ
れ 

た
る
も
の
に
對
し
て
は
#
別

附
加
跺
を
も
課
す
る
こ
せ 

に
な
つ
て
居
つ
た
の
が
、
今
や
加
盟
國
の
多
數
は
敵
國 

と
な
り
て
此
の
協
定
が
行
は
れ
な
く
な
つ
た
結
娘
ど

し
 

て
佛
國
で

は

千

九
百
十
ギ
五
月
.

ニ
十
九r

n

の
法
雜
の
规 

足
に
ょ

ぅ

西
キ

ロ

グ

ラ

ム

に
#
前
記
協
定
率

ょ

り

も

十 

四
法
を
.
重
|

|
- 1
'

る
こ
と
、
な
つ
た
か
&

し
て
、
糖
S

が 

餘
程
.
騰
貴
せ
.
ざ
：
る

以

上

.は

外

國

糖

の

輸

入

は

行

は
れ
惡 

いv
j

い
ふ
讲
情
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
千
九 

1-
1

十
五
年
に
於
け
る
殖
民
地
並
に
牝
米
合
衆
國
、
瓜
®

幣

十

號

一

〇

一



婼

十

卷

2

四
三
四)

雜

佛
國
戦
時
の
食
料
間
妞

m
號

〇

n■

.
等

ょ

り

の民
間
輸
入
は
三
十
五
萬
喫

に

過

ぎ

なか
つ
た 

即
ち
內
國
產
糖

と

：輸
入
外
國
糖
i

の
兩
者
を

合
せ
て
全 

供
給
额
は
五
十
萬
噸
に
は
達
し
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。 

之
で
は
满
愤
は
觅
に
騰
貴
を
來
さ
ぃ
る
^
得
な
い
こ
ど 

に
な
る

か
、b

、
そ
こ
で
政
府
は
糖
悄
調
節
の
計
畫
を
立 

て
此
の
目
的
並u

取
隊
へ
の
供
給
の
目
的
を
以
て
^
8

 

政
府
に
依
賴
し
て

北
米
合
衆
國
、
瓜
唑
等
か
ら
十
七
离 

五

千
噸
0 -

砂
糖
を
質
入
れ
之
を
市
場
に
出
す
こ
と
に
ょ 

6

て
糖
價
の
自
然
的
低
落
を

導
き
或
は
少
く
ビ
も
之
が

#

f

i

」

:f
^

:t
f

v
 

® 

®

:

:

千
九
西
十
五
年
末
に
於
け
る
#
菜
の
收
稷
如
何
と
見 

る
に
、
同
年
も
依
然
減
少
の
狀
態
に
在
つ
た
。
戰
前
五 

ヶ
年
甩
均
の
栽
培
而
聩
は
ニ
十
二
馮
ニ
千H

ク
タ
ー
火 

で
、

一H

ク
タ
ー
ル
に
就
き
ニ
1-
1

四
十
三
ヵ
ン
ト
ー
の 

收
權
ぁ
り
、
全
部
で
五
千
三
西
九
十
四
蒗
六
千
ヵ
シ
ト 

、

—

の
收
權
が
3>
つ
た
の
：

T

千
九
而
十
五
年
に
は
栽
培 

而
猜
は
六
割
三
分
減
の
八
十
ニ
萬
ユ
ク
タ
ー
ル
ビ
な
り 

1
H

ク
ター

ル
の
收
*

も

減

少

し

て
|̂
八

十

四

カ

ン

ト
.

,

な̂
り
全
體
で
千

$
西
八
莴
八
千
ヵ
ン
ト

1

の
收
稚 

と
な
っ
た
、
即
ち
例
年
の
三
分
の

1

以
下
に
激
減
し
た 

の
，
で
ぁ
る
。
莂
菜
の
收
權
に
し
て
三
分
の
一
以
下
に
赇 

少
し
其
の
輸
入
亦
意
の
如
く
な
ら
ず
、
石
炭
、
勞
働
、

|

運
輸
の
便
に
し
て
囘
復
さ
れ
'ざ
る
限
り
は
佛
國
の
砂
糖 

j

供
給
が
充
分
な
る
を
得
な
い

2
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

|

砂
糖
の
輸
入
稅
を
免
除
せ
ょ
ど
い
ふ
聲
は
®
る
高
い
が 

\

未
だ
實
行
さ
る
、
に
茧
ら
な
い
。.
か
く
て
は
代
價
は
益
.
. 

{

々
騰
貴
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
を
こ
で
商
務
大
K

は
千
九 

\

百
十
六
年
S

め
に
至
っ
て
&

S

寥

ぽ

S

の 

\

手
段
、を
ビ
り
、
糖
業
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
R

li
o

っ
て
砂
糖
代 

|

惯
は
西
キ
ロ
に
っ
き
セ
+
五
法
以
上
に
上
る
を
許
さ
ず 

|

苦
し
そ
れ
以
上
に
出
づ
る
ビ
き
は
七
十
五
法
を
以
て
徵 

發
す
べ
き
茴
を
通
吿
し
れ
の
で
ぁ
る
。
を
の
後
に
绝
办 

小
麥
の
最
高
代
僧
を
制
定
し
た
法
律
の
適
用
範
圃
を
«

 

張
せ
ん
ど
の
運
動
起
り
そ
の
3?
求
頗
る
多
大
な
る
も
の 

ぁ
"

^

し
に
政
府
は
之
を
砂
凝
の
み
に
带
限
せ
ん
-?」

す
る 

の
意
.嚮
に
决
し
た
b

 v
j

か
俾
へ
ら
れ
T

居
る
。
即
ち
商

卜.
I?

a

yfVt

|

1
顏
I

1

1
&

Iが

1

称
大
!■
;■'
:の
行
政
的
干
渉
に
代
ふ
る
R
立
法
的
制
限
を
以 

て
せ
ん
^
}し
て
居
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
來
り
し
砂
糖
而
題
並
に
砂
糖
政
策
は
悉
く 

是
れ
砂
糖
の
供
給
を
澗
澤
な
ら
し
め
ん
ど
す
る
の
方
嚮 

に
於
て
表
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
至
り
砂 

糖
政
策
は
之
と
全
然
反
對
の
方
嚮
に
於
て
表
は
れ
た
。

\ 

千

九

西

十

六

年

四

月

三

日

以

後

は

商

國

政

，
府

.
の

手

を 

經
て
輸
入
せ
ら
る
、
も
の
及
び
千
九
|-
1
十
六
电
ー
一
月
一 

ロ
以
前
の
膦
入
に
係
る
こ
ど
を
立
證
し
得
る
も
の
、
外 

ば
外
國
«
の
龃
糖
及
び
精
製
糖
の
輸
入
を
禁
如
し
れ
こ 

ビ
即
ち
楚
で
あ
る
。
怫
國
政
府
は
何
故
に
民
問
輸
入
を 

禁
じ
て
砂
糖
の
輸
入
を
政
府
の
獨
*
ど
す
る
に
至
つ
れ 

か
。
菩
人
は
此
の
條
令
の
發
せ
ら
れ
れ
趣

を
知
る 

の
資
料
を
布
た
ぬ
か
ら
勿
論
正
確
な
こ
i

は
之
を
知
る\ 

こ
^

が
出
來
な
い
が
、
思
ふ
に
佛
國
の
對
外
支
拂
爾
加 

し
て
爲
稃
關
係
不
利
を
極
办
て
居
b

船
腹
不
足
の
爲
め 

に
運
貸
騰
貴
じ
居
る
の
結
艰
と
し
て
、
砂
糖
の
如
き
寧 

ろ
赘
#

品

に

風

す

る

も

の

、
民

間

輸

入

.
の
.た

め

に

興

の

笫
十
怨(

ー
四
霊)

雜
錄
佛
國
戦
啼
の
食
料
問
姐

他
の
生
活
必
要
品
の
.供
給
を
^
價
且

つ
目
*

な
ら
し
む 

る
を
避
け
むVJ

す
る
’
r
j
i
が
■其
の
目
的
の
.一
半
を
占
め 

て
居
る
と
い

ふ
こ
cf
<
は
蓋
し
疑
ふ
ベ

か
ら
ざ
る
所
で
ぁ 

ら
ぅ
。
.其
の
理
由
の
如
何
は
兎
に
角V

J

し
て
前
記
の
如 

く
內
國
に

於
け
る
生
產
減
少
し
外
國
糖
の
輸
入
の
必
要 

に
迫
&
れ
て
居
る
此
の
際
に
當
つ
て
民
間
輸
入
を
禁
じ 

れ

i
す
れ
ば
砂
糖
供
給
並
に
糖
價
調
節

上
に
於
け
る
& 

府
の
職
責
は
益
々
重
く
?1
:
の
負
擔
は
益
々
大
ヾ」

な
ら
ざ 

る
.を
得
な
い
。
先
頃
我
國
の
斯
業
關
係
潘
か
ら
聞
く
所
.
. 

に
J：
-
れ
ば
#
國

政

府

は

今

年

も

英

國

政

府

.を

通

じ

て

多
 

大
の
賈
付
を
仳
界
の
砂
糖
市
場
に
向
つ
て
な
し
れ
ビ
い 

ふ
こ
i

で
ぁ
る
、
其
の
數
it
は
蓋
しS

る
莫
大
な
數
最 

上
る
こvj

だ
ら
ぅ
ど
M
は
れ
るo 

.

四

其

他

の

貪

料

品

.

仞
|¥
で
は
年
々
十
萬
ヵ
ン
ト
？
の
牛
^
を
®
出
し
て
- 

居
た
が
、
開
戰
以
來
生
平
の
減
少
に
伴
つ
て
平
乳
産
出 

額
の
減
少
を
來
し
平
乳
の
輸
出
が
全
然
傅
無
ビ
な
つ
て 

而
もn

•ン、デン
ス
ミ

^
ク
の
輸
入
は
平
時
の
三
倍
即
ち
.

第
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號
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笕
十
餘(

一

四
三
六)

雜
錄
怫
阈
戦
時
の
食
料
^
艇

M

E

m

五
千
力
ン
ト
1

' ^

上
つ
た
。
養
牛
者
か
ら
買
入
れ 

も
牛
乳
の
代
價
は
一
割
三
分
の
騰
貴
に
過
ぎ
な
い
け
れ 

と
も
殺
菌
用
の
^
炭
騰
貴
の
れ
め
に
且
つ
は
勞
働
不
足 

の
れ
め
に
费
用
に
四
割
五
分
の
騰
貴
を
來
し
て
內
國
產 

の
牛
酪
、
乾
酪
が
.

騰
貴
し
た
の
み
な
ら
す
、
例
年
佛
國 

に
向
.

つ
て
輸
出
し
來
b

し

英

國

の

當

業

溝

.は

之

を

賣

り 

惜
み
和
蘭
ょ
り
の
輸
入
も
半
減
し
た
の
で
、
市
場
に
於 

け
る
供
給
減
少
し
て
騰
貴
の
.
勢
を
し
て

j
層
甚
し
か
ら 

し
め
^

の
で
ぁ
る
。
巴
见
で
は
千
九
西
十
四
年
に
比
し 

て
現
今
牛
酪
は
四
割
か
ら
九
割
の
騰
貴
を
來
し
乾
酪
は 

七
割
乃
至
十
割
の
騰
貴
を
來
し
て
居
る
。

_
卵
は
都
市
に
於
け
る
消
费
额
の
約
三
分
の
ニ
を
年 

々
外
國
か
ら
輸
入
し
て
居
る
。
即
ち
秋
十
月
頃
に
は
露 

西
®

、
西
比
利
f
f
i
等
か
ら
新
春
一
月
以
後
に
は
ブ
ル
ガ 

リ
ア
、
'カ
リ
シ
ア
等
か
ら
そ
れ
^
^
輸
入
し
て
居
る
、 

然
る
に
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
侮
峽
の
1?
|

傲

以

來

輸

入

は

三

十
 

一̂

カ
ン
•

ト
ー(

千
個
に
つ
き
五
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の 

童
量
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
約
五
千
六
西
萬
個)

だ
け
減

■號 

一
〇
四

少
し
た
。
尤
も
モ
ロ
ッ
9
卵
の
輸
入
が
ぁ
つ
た
が
之
は 

勿
論
供
給
の
減
少
を
補
ふ
に
足
ら
な
い
、
況
ん
や(

.
W 

隊
に
於
け
る
消
费
增
加
の
結
果
と
し
て
の)

_ :窗
要
增
加 

に
應
ず
る
に
は
猶
觅
に
足
ら
な
い
。
斯
く
し
て
千
九
ヤ
り 

十

三

年

に

於

て

节

個

に

.つ
き
西
法
乃
茧
西
二
十
五
法
な 

匕
し
も
の
が
千
九
西
十
五
年
末
に
は
ニ
西
法
乃
至
ー
-
W
. 

五
十
：̂
と
な
つ
て
即
ち〗

I

倍
に
騰
貴
し
た
の
で
あ
る
。

t
類
就
ホ
生
傲
は
漁
船
の
徵
發
、
漁
夫
の
動
鐵
、
沿 

焊
殊
に
河
口
附
近
の
禁
漁(

潜
艇
防
鐵
の
た
め)

等
の 

結
果
と
し
て
供
給
に
不
足
を
來
し
て
、
普
通
の
^
類

 ̂

三
倍
に
、
稍
々
齋
侈
的
な
傲
類
は
二
倍
に
騰
貴
し
た
" 

0
^
鰊
等
の
乾
魚
は
輸
入
減
少
し
て
平
均
二
倍
に
騰
貴 

し
た
。
.
•淡
水
^
も
^
一一
 
倍
に
騰
貴
し
た
。

最
後
に
野
菜
の
供
給
も
不
足
し
れ
。
馬
鈴
*
の
如
き 

は
北
部
十
縣
の
荒
廢
に
ょ
つ
て
戦
前
十
年
間
の
弗
均
產 

额
ょ
り
も
約
三
分
のI

の
減
收
を
來
し
隣
國
は
其
の
輸 

出
を
禁
じ
た
？
玉
葱
の
如
き
は
两
班
牙
、
伊
太
利
、
埃 

及
等
の
諸
國
か
ら
輸
入
せ

ざ
る
を

得
な
い
こ
i

に
な
つ

I

I

¥；i

r

Ii

P:

f.'X

h

I

i

ね
。
露
西
®
か
ら
供
給
さ
る 

'、遍
IA
や
澳
太
利
か
ら
供 

給
さ
る
、
菜
豆
等
は
輸
入
全
く
不
可
能
に
な
つ
て
缺
乏 

を
來
し
乾
燥
野
菜
の
輸
入
は
千
九
西
十
五
年
度
に
は
半 

減
し
た
。
斯
く
供
舱
の
減
少
あ
6
し
に
も
拘
ら
ず
需
要 

は
之
に
伸
つ
て
減
少
せ
す
、
®
隊
に
於
け
る
消
费
は
頗 

る
多
大
で
あ
つ
て
商
人
は
其
の
賣
a
倣
段
を
競
つ
て
高 

か
ら
し
め
れ
。
か
く
し
ズ
千
九
西
十
三
年
十
月
ふ
比
較 

す
れ
ば
ft
菜
は
三
倍
餘
に
、
胡
羅
樹
は
二
倍
に
、
墨
 

は
二
倍
餘
に
、
f
f
i
は
ニ
倍
半
餘
に
、
馬
鈴
慕
及
羅
荀
は 

各
一
倍
半
に
騰
貴
し
た
の
で
あ
る
。

S

代
價
制
®

及
徵
駿
の
範
_
鑛
張
計
_

以
上
述
ベ
來
り
れ
る
所
に
ょ
り
て
知
ら
る
、
如
く
、

一
般
食
料
品
は
悉
く
騰
貴
し
て
居
る
、
旣
に
代
偕
制
限 

を
行
つ
て
居
4
所
の
小
费
，(

及
び
其
の
結
果
ど
し
て
麵 

雜)

の
代
#

の
騰
貴
の
僅
少
な
る
を
除
ぃ
て
は
少
き
も 

一
割
五
分
か
ら
多
き
は
三
十
割
以
上
の
騰
貴
を
來
し
て 

國
民
生
^
を

腮

逾

す

る

こ

と

'が

勸

少

で

な

い
。
そ

こ

で 

小

麥

、

岗

類(

並

に

其

，
の

後

に

至

，つ

て

砂

糖

)

に

就

て
 

筇

十

怨(

一
四

11〗

七〕

雜

錄

.

怫

_

戦

時

の

食

料

間

瓸
政
策
を
採
つ
た
ビ
同
樣
に
其
他
の
食
料
品
に
就
て
も
ま

f

別f

:"
へ
き
代
®
制
定
の
範
圆
を
ば
一
股
炉
W乱

！： 

及
ぼ
さ
ん
と
す
る
の
集
が
下
院
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
. 

\

は
千
九
西
十
五
年
十
ー
月
九
日
の
こ
ど
で
あ
る
。
こ
の 

一
案
に
ょ
れ
ば
"
戰
時
中
は
勿
論
戰
後
に
於
て
も
政
府
が 

一
條
令
を
以
て
定
む
る
ま
で
は
生
活
に
必
要
な
る
凡
て
の 

|

^

#
及
び
歎
#>
!1
火
材
來
の
最
高
代
很
を
制
限
す
る
^
; 

\

を
#
ベ
く
、
又
是
等
の
貨
物
を
徵
發
す
る
こ
と
を
#
る 

\

こ
と
、
し
、
其
の
桃
服
を
市
長
に
記
し
市
提
な
け
れ
ば 

\

知
擧
を
し
て
之
R
代
つ
て
諮
詢
姿
員
會
の
助
言
に
ょ
り 

|

之
を
行
ふ
を
得
る
こ
ビ
、
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
つ
た
。

\

下
院
は
此
の
案
の
大
部
分
に
對
し
て
承
認
を
與
へ
た
。

の
み
な
ら
す
此
の
法
案
を
し
てj

曆
冇
效
な
ら
し
め
む
，

.

れ
め
に
質
占
禁
止
に
關
す
る
倐
猿
を
さ
へ
附
加
し
た
の 

で
あ
る
。
そ
の
條
項
に
四
ィ『

0
已
の
た
め
に
す
るVJ 

會
社
又
は
組
合
の
香
記
に
ょ
り
て
す
る
と
を
間
は
ず
、

等

-̂
ぐ
詐
僞
的
事
段
を
用
ひ
ざ
る
も
、
而

も

不

[E
な
る
'

第

十

號

一

〇
aL



m

十

卷
(

一
四
三
八

〕

賴

錄

佛

國

戦

咭

の

食

料

間

龃

，

第
屮
號

一
〇
六

{

詳
言
せ
ば
商
工
業
的
の
.

J H

當
な
る
豫
見
又
は
自
己
の 

給
養
の
目
的
ょ
り
見
て
；止
當
な
A

，じ
認
め
ら
れ
ざ
る)

 

投
機
の
目
的
を
以
て
行
動
し
れ
る
者
、
又
は
商
品
の
代 

僧
を
ば
自
曲
商
業
及
自
然
的
競
^
に
下
に
於
て
定
ま
る 

V

き
相
場
以
上
に
高
め
む
と
就
み
れ
る
*

は
则
法
第
四 

ギ
イ
; 1

修
に
»

^

し
'/
2

る
州
領
を
科
す』

ビ
。
次
に
徵 

發
に
就
て
は
之
を
行
は
む
が
れ
め
に
は
貨
物
の
所
有
满 

及
び
其
の
所
有
の
分
量
を
知
る
の
必
要
が
あ
る
が
、
之 

を
タ
る
力
f t

め
に
は
各
^

荷
*

を
し
て
^
错
せ
し
め
な 

く
て
は
な
ら
ぬ
、
然
る
に
徵
發
さ
れ
る
こ
と
が
知
れ
波 

れ
ば
人
多
く
は
所
有
の
辦
實
を
隱
匿
し
又
は
其
の
所
宥 

の
分
f t

を
過
少
に

l-
f

t

吿
す
る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
し
て 

此
の
小
俾
を
疋
直
に
な
さ
し
む
る
の
必
要
が
あ
る
。
故 

に
貨
物
微
發
範
随
櫥
張
‘

案
に
於
て
は『

此
の
法
律
に
揭 

げ
た
る
貨
物
の
生
產
漭
ヽ
版
責
漭
、
受
託
漭
、
所
持
漭 

又
は
所
有
者
は
悉
く
知
事
ょ
b

の
耍
求
に
應
じ
て
即
時 

に
其
の
所
持
せ
る
數
蹵
を
巾
吿
す
る
を
耍
す
、
之
を
拒 

み
- ^

ば
虛
傭
の
巾
吿
を
な
す
も
の
は
：
-
-
-

の̂

こ
J

す』

ビ
い
ふ
二
ヶ
條
が
加
へ
ら
れ
れ
。
而
し
て
以
上
の
諸 

案
は
之
を
'

1

括
し
て
上
院
に
週
附
さ
れ
れ
の
で
あ
る
。

菩
人
は
未
だ
此
の
案
の
上
院
に
於
け
る
述
命
如
何
に 

就
て
は
贤
く̂

が
な
い
？
け
れ
ど
も
之
に
對
す
る
輿
論 

R
於
て
は
賛
否
飾
々
な
る
議
論
あ
る
を
發
見
す
る
。
先 

づ
貝
占
に
就
て
は
、
そ
は
或
る
稃
度
ま
で
何
れ
の
商
業 

取
引
に
も
そ
の
分
子
を
有
し
て
居
な
い
も
の
は
な
い
の 

で
あ
つ
て
、
^
時
に
あ
り
て
は
之
を
禁
止
處
K1
I
す
る
と 

は
勿
論
® :

人
の
反
對
す
る
所
と
な
る
に
相
違
な
い
が
、

.

國
家
の
大
事
の
際
の
こV

J

で
も
あ
b

i i

つ
貢
.

占
な
る
こ 

ビ
が
從
來
國
K

の
頭
腦
に
好
か
ら
ざ
る
印
象
を
剔
し
て 

居
る
ど
い
ふ
佛
國
特
有
の
歷
史
に
鑑
み
て
、
此
の
際
之 

を
禁
ず
る
こ
ビ
は
妥
當
な
策
で
あ
る
^
し
て
一
役
に
は 

是
認
さ
れ
て
届
る
や
ぅ
で
あ
る
。

然
る
に
最
高
代
惯
制
足
の
範
圍
擗
張
に
就
て
は
®
大 

な
る
反
對
論
^
種
々
な
る
實
行
上
の
圃
難
と
が
指
摘
さ 

れ
て
居
る
否
代
锻
|[
|

»

定
の
範
_

の
搬
張
は
さ
て
«
き 

代
價
の
制
定
そ
の
'も
の
、
巾
に
大
な
る
危
險
あ
b

ビ
な

3飯

I

IB

■玉
1
:

t

寸
稂
本
的
の
反
對
論
が
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
®
裔
代 

價
の
制
定
ど
い
ふ
こ
ビ
は
經
»
矶
の
厥
理
の
敎
ふ
る
所 

に
背
い
て
居
る
に
も
拘
ら
中
戰
時
な
る
の
故
を
以
て
人 

は
國
家
國
K

の
利
益
の
鸩
め
に

は
個
人
の
利
益
は
暫
ら 

く
«

«

に
供
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
2

考
へ
て
居
る 

け
れ
ど
も
之
は
生
齑
の
ィ
ニ
シ
ア
チ
f

、グ
の
自
ri

!
を
魔 

醉
せ
し
む
る
も
の
で
是
れ
即
ち
國
防
の
一
要
素
た
る
富 

の

咐

加

を

妨

げ

敵

に

糧

を

供

す

る

所

以

に

外

な

、ら
な
い 

■

ビ
い
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
*

高
代
®
の
制
定
ど 

い

ふ

こ

と

は

小

麥

に

就

て

は

法

律

に

ょ

り

又

砂

.
糖

に

就 

て
は
行
政
的
干
涉
に
ょ
り
て
旣
に
實
行
さ
れ
て
居
る
の 

で
あ
る
か
ら
し
て
此
の
反
對
論
は
斟
實
に
於
て
敗
れ
れ 

も
の
ど
見
て
ょ
か
ら
ぅ
。
そ
こ
で
即
題
ニ
な
る
の
次
代 

作
.

.

定
の
®

匮
備
張
に
關
す
る
も
の
、
み
ど
な
る
。

r r 

が
、
代
偕
制
定
を
一
層
大
規
模
に
行
ふ
こ
ビ
に
就
て
は 

種
々
の
困
難
が
あ
る
。
.

先
づ
第1

に
如
何
な
る
商
品
を 

そ
の
餘
圃
の
巾
^

入
る
べ
き
か
。
法
案
に
は
食
料
品
、
 

燈
火
採
暖
に
要
す
る
必
S?
振
料
ど
あ
る
も
何
故
に
こ

妨
十
餘
2
四

三

九

〕

•雜

錄

ノ

佛

_
戦
時
の
食
料
問
遛

れ
の
み
に
限
る
べ
き
や
。
衣
服
ぎ
食
料
品
ど
等
し
く
办 

要
な
も
の
で
ぁ
る
が
之
を
包
合
ぜ
し
め
な
い
と
す
る
®
 

*
勿
^

/
假
令
此
の
點
は
»
步
し
れ
ビ
す
る
も
食
料
品 

及
點
«
採
暖
に
必
要
な
る
貨
物
ビ
は
很
し
て
何
物
を2：： 

す
や
、
»
し
^

の
凡
て
を
包
合
す
る
i
す
れ
ば
到
底
^
 

\

の
繁
に
堪
え
ら
れ
な
い
.0
此
の
故
に
政
府
は
そ
の
範
阓 

\

を

ば

「

乳
酪
店
ゝ
乾
物
店
"
粜

物

_
店

ヽ

菓

子

店

及

び

苏

の
 
I

他
の
食
料
品
並
に
燃
料
品
服
賣
店
で
取
极
ふ
凡
て
の
貨 

物」

ど
限
定
し
た
の
で
ぁ
る
が
、
こ
れ
で
も
»

ほ
其
の
繁 

に
*
え
ら
れ
な
い
ど
い
ふ
の
で
そ
の
龅
围
は
觅
に
減
縮 

せ
ら
れ
て
結
局
牛
乳
、
平
酪
、
砂
糖
、
览
子
、
パ
ラ
フ
ィ 

I

ン
汕
等
に
限
ら
れ
る
だ
ら
ぅ
ど
い
ふ

こ
i

で
あ
る
が
、

I

未
だ
決
定
せ
ら
る
、
に
至
ら
な
い
。

假
り
に
代
偃
制
定
を
行
ふ
べ
き
貨
物
の
柳
類
が
宛
ま 

つ
た
ど
し
れ
所
で
、
さ
て
之
が
實
行
に
當
っ
て
は
如
时

な
る
方
法̂
ふ

る

ベ

き

か

。
，郞
ち
小
賣
商
の
み
の
版
資 

代
價
に
最
高
限
度
を
附
す
ベ
き
や
或
は
卸
賣
商
ょ
り
页 

に
■
つ
て
股
製
造
人
の
贩
賣
代
^
に
も
之
を
及
ぼ
す
べ

第

十

號

一
〇
七



II
l l

胸

|
I

V

第

十

傲
(
〗

四
四
〇)

佛

の

愈

^
:

M

題

绡
十
號

i

〇
八

き
や
"
之
が
!«
1
題
で
あ
る
。
荇
し
小
廣
代
便
の
み
を
制 

限
す
る
X
す
れ
ば

小
資
商
人
の
利
益
を
害
す
る
恐
が
あ 

る
.

^

1隹
资
代
«
を
も
^
め
る
ビ
す
れ
ば
小
資
ビ
卸 

賣

$
の
間
に
於
け
る
代
惯
の
差
额(

即
ち
小
资
商
人
の 

受
く
べ
き
利
益
を
幾
何
ビ
す
べ
き
や
。
抑
々
勘
る
決
定 

を
な
す
こ
と
が
可
能
な
る
や
否
や
。
又
假
令
是
等
の
^
 

題
を
巧
み
に
解
決
し
得
て
能
く
代
©
制
定
を
行
ひ
得
た 

b
ど
す
る
も
、
各
地
方
を
れ
ぐ
髒
給
の
狀
態
を
興
に 

し
て
®
る
か
&
し
て
其
の
刺
宠
せ
ふ
る
、
代
價
は
全
國 

を
通
じ
て
均一

に
し
て
而
も
公
^
を
失
は
ざ
る
こ
ビ
は 

到
成
期
待
す
る
こ
ビ
は
出
來
な
い
で

あ
ら
ぅ
。
考
へ
來 

れ
ば
代
偕
制
足
の
實
行
の
前
に
は
幾
多
の
困
難
が
橫
は 

つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
次
第
で
、I

只
^

禁

止

に

對

し

て

は

左

程
 

に
反
對
は
な
い
が
、
代
偕
制
定
の
範
圆
を
糲
張
す
る
の 

利
は

j

般
の
氣
受
け
甚
た

ょ

ろ
し
く
な
い
。
故
に
是
等 

の
諸
粱
が
來
し
て
悉
く
上
院
を
通
過
し
て
法
#

ど
な
る 

や
？?

や
は
疑
は
し
い
の
で
あ
る
。

以
上
芄
節
.に
亘
つ
て
述
べ
た
る
所
を
通
じ
て
考
ふ
る 

に
、
佛
國
の
食
料
問
題
は
獨
逸
の
そ
れ
の
如
く
に
重
大 

な
る
も
の
で
は
な
い
。
獨
逸
の
食
料
問
題
が

如
何
に
し 

て
食
料
を
不
足
な
.が
ら
し
む
ベ
き
か
ビ
い
ふ
分
贽
の
問 

題
で
あ
る
の
と
は

異
な
つ
て
佛
國
の
そ
れ
は
如
何
に
し 

て
食
料
品
を
安
惯
に
供
給
す
べ
き
か
と
い
ふ
物
愤
冏
®

 

で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
結
染
と
し
て
佛
國
政
府
の 

採
つ
た
食
料
2
I U

政
策
は
獅
逸
の
そ
れ
の
免
C

に
周
到
果 

敢
な
も
の
で
は
な
く
、
食
料
品
の
消
费
分
赀

を
一=

に 

つ
き
幾
何
ビ
限
定
す
る
な
ど
の
策
は
鄱
て
行
は
れ
乂
居 

な
い
、

^

石
^

の
消
&
*
を
限
定
せ
ん
と
す
る
の
案
が 

I

時

提
唱
せ
ら
れ
て
立
消
と
な
つ
た
こ
ビ
が
あ
る
に
過 

ぎ
な
い
冇
欉

で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
佛
國
政
府
の
施
：
 

設
が
獨
逸
政
府
の
そ
れ
に
比
し
て
劣
つ
て
居
るV

J

い
ふ 

こ

と

を

示

す

の

で
あ
ら
ぅ

か
。
予
は
敢
て
沍
ビ
答
べ
る 

蓋
し
®

し
も
政
策
の
行
は
る
、
方
向
並
に
そ
の
程
度
が 

必

獎
ビ
い
ふ
も
の
、
.
程
度
に
從
つ
て
定
ま
る
も
の
.

な
K

V

I

卜
I
i

i

n

V
J

せ
ば
、
佛
國
の
食
料
品
政
策
が
吾
人
の
目
を
鋳
て
し 

む
る
も
の
少
な
き
こV

J

は
即
ち
經
濟
狀
態
が
未
だ
之
を 

必
要V

J

す
る
程
の
窮
狀
に
陷
つ
て

居
ら
な
い
ヾ
し
い
ふ
こ 

W

を
表
示
し
て
届
る

も
の
i
見
て
差
支
な
い

か
ら
で
あ 

る
。(

完) 

：

木
論
か
萆
す
る
に
當
つ
て
邀
考
し
|:
主
耍
な
る
货
料
は
次
の
如
し
。
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英
米
間
に
起
れ
る
漁
業
讲
«
はI

七
八
三
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九
パ
三 

一
！！1の
平
沿
條
約
條
項
の
#|
釋
を
異
に
せ
る
に
起
因
す
。
 

词
條
約
第
三
-«
は「

合
衆
國
人
民
は
グ
ラ
ン
ド
バ
ン
ク 

其
の
他
の
凡
て
の
砂
洲
に
於
て
谷
種
.の
勉
類
«1
獲
の
權 

|

を
保
®
し
.て
®
害
せ
ら
れ
る
、
事
な
か
る
べ
し
。
セ
ン 

ト
ロ
ーX

ン
ス
»
に
於
て
雨
國
の
住
民
が
漁
獵
に
從
事 

し
た
る
海
洋
に
於
て
、も
亦
同
じ
。
合
衆
國
市
民
は
ニ
ユ 

1

1
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
沿
岸
に
於
て
英
國
»
失
ど
闾
等 

に
、
|0
し
乾
燥
及
び
製
造
を
除
き
#
柯
の
傲
類
漁
獲
の 

自
曲
を
有
す
。
興
の
他
の
英
領
®

米

刹

加

沿

岸
'®
海

砂 

洲
に
於
て
英
國
激
夫
は
人
家
な
き
港
海
、
ノ
バ
ス
コ
レ 

ヤ
の
河

川

、
マ'グ
ダ
レ
ナ
島
、
ラ
プ
ラ

ド
ー
ル
の
河

川
 

に
&
々
：魚

類
を
乾»し
及
び
裂
造
す
る
の
自
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1
を
有
す
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